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日
本
で
最
初
の
日
刊
新
聞
が
横
浜
で
生
ま
れ
た
の
は
明
治三
年
の

こ
と。
一
世
紀
を
超
え
る
紙
齢の
新
聞
が
数
あ
る
な
か
で、
昭
和
四

十
六
年
創
刊
の
小
紙
は
日
浅い
と
は
い
え、
創
刊一、
万
号
を
重
ね
ま

し
た。
今
日
に
至っ
た
背
景
に
は
何
よ
り
も
松
本
平
の
文
化
性、
民

度
の
高
さ
が
あ
る
と
思い
ま
す。
さ
ち
に
明
治
以
来、
数
多
く
の
地

域
紙
が
進
取
の
精
神
で
培っ
て
き
た
豊
か
な
土
壌
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん。
本
日
を、
迎え
ら
れ
た
こ
と
に
読
者、
広
告
主、
販
売
店
な
ど
関

係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

来

明
治五
年、
全
国
的に
も
早
く
松
本
で
信
飛
新
聞
が
発
行
さ
れ
ま

し
た。
創
刊
に
か
か
わっ
た
市
川
量
造
は
競
売
さ
れ
た
松
本
城
を
解

体
から
救い
ま
し
た。
市
川、
松
沢
求
策
は
後
の
松
本
新
聞
で
自
由

民
権
思
想
を
鼓
舞、
国
会
開
設
運
動
に
身
を
投
じ
た
先
覚
者。
作
家

の
木
下
尚
江
は
信
陽
日
報記
者
時
代
に
分
県
移
庁
反
対
論
を
述べ、

廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た。
信
濃
日
報
代
表
の
降
旗
元
太
郎
は
代

議
士
と
し
て
普
選
法
案
を

酒嘩己
せ
た一
人
で
す。

や
が
て
満
州
事
変
か
ら
国
家
の
言
論
統
制
が
始
ま
り、
廃
刊、
統
合

へ
のい
ば
己
の
道。
戦
時
中
は一
県一
紙
に
統
合
さ
れ
た
の
で
し
た。

来

戦
後
の一
時
期、
地
域
紙の
空
白
が
続い
た
松
本
で、
市
民
の
聞

か
ち
「
身
近
な
こ
と
を
知
り
たい」
と
い
う
声
が
上
がっ
て、
小
紙

が
生
ま
れ
た
の
は三
十二
年
前。
こ
の
年
はニ
ク
ソ
ン・
ショ
ッ
ク

に
代
表
さ
れ
る
激
動
の
始
ま
り
で
レ
た。
最
初
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
囲

内i
建
て
で、
松
本
市
内
をエ
リ
ア
と
し
ま
し
た。
十
数
人
の
社
員
が

編
集
や
広
告、
販
売
面
で
日
夜
飛
び
回
る
と
い
う
創
刊
期の
苦
労
を

重
ね
た
も
の
で
す。

読
者ニ
ー
ズ
に
お
乙
た
え
し
て
囲
内ー
か
ち
六
内、
さ
ち
に
八
円lへ

と
増
や
し、
経
営
が
軌
道
に
乗っ
た
の
は
十二
年
後
の
こ
と
で
し

た。
現
在
は二
十
四
l三
十二
咋
建
て
の
発
行
で、
社
員
数
は約
九
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十
人。
全
国
に
多
く
の
地
域
紙
が
あ
り
ま
す
が、
一
昨
年
秋
に
は
日

本
の
主
な
新
聞寸
通
信、
放
送
各
社
が
組
織
す
る
社
団
法
人
日
本
新

聞
協
会
加
盟
社
の一
員
と
な
り
ま
し
た。

楽

地
域
紙
で
はい
ち
早
くコ
ン
ピュ
ー
タ
ー
化
に
よ
る
紙
面
編
集
を

始
め
た
ほ
か、
各
種
新
鋭
機
器
を
導
入
レ
て
速
報
と
カ
ラ
l
化
を
進

め
ま
し
た。
よ
り
地
域
の
生
活
に
密
着
し
た
新
聞
と
し
て
松
本
版の

ほ
か
安曇
野
版、
東
筑
北
部
版、
塩
尻
版
を
順
次
発
行
す
る
と
と
も

に、
情
報
基
地
と
地
域
に
開
か
れ
た
新
聞
社
と
し
て
多
目
的
ホ
l
ル

を
併
せ
た
安
曇
野
支
社、
塩
尻
支
社
を
建
設
し
ま
し
た。
そ
の
山
光

ホ
1
ル、
塩
尻
ホ
l
ル
は
地
域
の
皆
様
に
幅
広
く
活
用
し
てい
た
だ

創
刊
1
万
号
を
迎
え
て

市
民
タ
イ
ム
ス
社
長

新
保

力

い
て
お
り
ま
す。

創
刊一
万
号
と
い
う
記
念
の

今
年
は、
松
本
市
和
田
の
臨
空

工
業
団
地
の
印
刷
工
場
に
印
刷

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た。

こ
こ
で
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
最
大
四
十
円1
（
う
ち
カ
ラ
l
二
十
四円1

）
、一
時
間
当
た
り
五
万
四
千
部
を
印
刷
す
る
新
鋭
の
タ
ワ
l
型
輪

転
機
の
稼
働
を
控
え
て
お
り
ま
す。
広
域
地
域
紙
と
し
て一
段
と
充

襲し

？宵報の提供と
明るい
カラ
l

聞か増zhωこ
と
に
な

り歪90

楽

小
紙
は
創
刊
時
に
「
市
民
が
つ
く
る
市
民
の
た
め
の
新
聞」
を

H
た
い
ま
つH
と
し
て
掲
げ
ま
し
た。
そ
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な

く、
だ
れ
も
が
必
要
と
す
る
「
肌
着
の
よ
う
な
新
聞」
で
あ
り
た
い

と
願い、「
読
者
第一
主
義」「
郷
土
の
応
援
団」
と
し
て、一
方
に
偏
る

こ
と
な
く
郷
土
発
展へ
の
提
言
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た。

新
聞
は
昔
の
政
論
中
心
か
ち
報
道
中
心へ
と
変
わっ
て
き
ま
し
た

が、
小
紙
は
さ
ら
に
読
者
が
共
に
作
る
新
聞
と
し
て
多
様
な
意
見
や

諸
作
品
発
表
の
場
を
広
げ、
世
論
の
喚
起
や
連
帯
意
識
の
強
ま
り
に

つ
な
がっ
て
い
る
と
思い
ま
す。
そ
の
大
き
な
表
れ
は
歳
末
「
お
も

い
や
り
ボッ
クス」
に
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
善
意
に
も
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す。

各
界
の
方
々
の
執
筆
に
よ
る
リ
レ
lコ
ラ
ム
の
執
筆
者
の一
人、

前
東
京
外
語
大
学
長
の
中
嶋
嶺
雄
氏
は
以
前、
「
広
域コ
ミュ
ニ
テ

ィ
の
時
代」
の
な
か
で、
「
市
民
タ
イ
ム
ス
は
広
域コ
ミュ
ニ
ティ

紙と
し
て、
わ
が
郷
土
が
全
国
に
誇
るべ
き
も
の
で
あ
り、
発
行
部

数
は
も
と
よ
り、
住
民
人
口
に
対
す
る
普
及
率、
そ
し
て
あ
え
て
表

現
す
れ
ば
そ
の
〈
熟
読
率〉
が
き
わ
め
て
高い
こ
と
に
お
い
て、
と

び
ぬ
貯
た
存
在
だ
とい
え
よ
う」
と
述べ
ら
れ
ま
し
た。

楽

小
社
は
新
聞
発
行
の
ほ
か
に
各
種
の
文
化、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
まい
り
ま
し
た。
本
年
は
豊
科
町
の
生
ん
だ
異

才、
奥
村
光
正
氏
（
故
人）
の
展
覧
会
を二
十一
日
か
ち
五
月
五
日

ま
で、
松
本
市
美
術
館
開
館一
周
年
記
念
屋
と
市
民
タ
イ
ム
ス一
万

号
記
念
展
ど
し
て
開
催
致
し
ま
す。
一
万
号
記
念
で
は
さ
ら
に
五
月

二
十二
日ヘ
ハ
ン
ブ
ル
ク
北
ド
イ
ツ
放
送
交
響
楽
団
の
演
奏
会
を
県

松
本
文
化
会
館
で
開
催
す
る
運
び
で
す。

地
方
の
時
代古
い
わ
れ
て
久
し
く、
超
高
齢
化
社
会へ
向
か
う
な

か、
地
域
の
暮
ら
し
の
再
評
価
と
と
も
に、
地
域
紙に
課
せ
ち
れ
た

役
目
は
ま
ず
ま
ず
重
く
な
る
と
思い
ま
す。
聞
か
れ
た
住
み
よい
郷

土
づ
く
り、
そ
の
た
め
の
「
核」
と
な
る
地
域
紙
で
あ
り
た
い、
と

願っ
て
お
り
ま
す。


